
皿.各 部 門別の生産 と販売 の概要

1.湯 浅農 場

1)柑 橘 部 門 担 当:堀 川 勇 次

(1)概 況

早 生 の`宮 川 早生'と 晩 生 の`林 温 州'を 栽 培 して お り、面積 は`宮 川 早 生'が 約237a、`林 温州'

が約35aで あ る。 樹齢 は25～50年 生 で 、 古い樹 は改植 時 期 に きて い る。施 肥 、薬 剤 散 布 とも農 用

機 械 で行 っ て い るため、農 用 機 械 が走行 で きる通路 を確 保 す る必要 が あ り、植 栽 本数 は10a当 た り

約120本 と少 ない。

(2)栽 培 の概 要

病 害 虫 防 除 、施 肥 実績 は 第3表 、 第4表 の通 りで あ る。

第3表 ミカンの病 害虫防除実績

防除時期
1.月9日

4月9日

4.月30日

5月12日

5月28日

6月17日

7.月10日

7月15日

7月23日

8月11日

9月9日

10.月2日

11月10日

農 薬 名

トモ ノー一ルS

ICボ ル ドー66D

ロデ ィー 乳 剤

ア プ ロー ド水 和剤

ア ドマ イ ヤ ー フ ロア ブル

ス トロ ビー ドライ フ ロ ア ブル

ジマ ンダイセ ン水和剤
アルバ リン穎粒水和剤

ジマ ンダ イ セ ン水 和 剤

トモ ノー ルS

ス プ ラサ イ ド乳剤40

エ ムダ イ フ ァー水 和 剤

八チ 八 チ フ ロア ブル

ク レフ ノ ン水 和剤

サ ンマ イ ト水 和剤

ジマ ンダ イ セ ン水 和 剤

コテ ツ フ ロ アブル

ス プ ラサ イ ド乳剤40

ジマ ンダ イ セ ン水 和 剤

ダニエ モ ン フ ロア ブル

ア ドマ イ ヤ ー フ ロア ブ ル

リ ドミルMZ水 和剤
ベ フ ラ ン液 剤

ベ ン レー ト水 和剤

倍 率
60倍

40倍

2000倍

1000倍

4000倍

2000倍

400倍

2000倍

400倍

200倍

1000倍

600倍

2000倍

100倍

3000倍

400倍

4000倍

1000倍

400倍

4000倍

4000倍

750倍

2000倍

3000倍

対象病害虫
カ イ ガ ラ ム シ類 、ハ ダ ニ類

か い よ う病

シ ャク トリム シ 、ア ブ ラ ム シ類

カ イ ガ ラ ム シ類

ア ブ ラ ム シ類

褐 色腐 敗 病

黒 点病

カ イ ガ ラ ム シ類 、ア ブ ラ ム シ類

黒 点病

カ イ ガ ラ ム シ類 、ハ ダ ニ類

カ イ ガ ラ ム シ類 、 ゴマ ダ ラ カ ミキ リ

黒 点病

アザ ミウマ 類 、サ ビダ ニ

日焼 け 防止

チ ャ ノホ コ リダ ニ

黒 点 病

アザ ミウマ 類 、サ ビダ ニ

カ イ ガ ラ ム シ類 、 ゴマ ダ ラ カ ミキ リ

黒点病
ダニ類
カメムシ類 、アザ ミウマ類

褐色腐敗病

貯蔵病害
貯蔵病害

第4表 ミカンの施肥 実績

施肥時期

春 肥4月4日 ～4月5日

元 肥10月20目 ～10月24日

合計

料 名 ・施肥 量

特 製 ペ レッ ト180k/10a

特 製 ペ レッ ト160k/10a

340k/10a

N-P-K成 分 量

N12.6k-P14.4k-K7.2k

N11.2k-P12.8kg-K6.4k

N23.8k-P27.2k-K13.6k

(3)収 穫i、販売状況

今年は8月 下旬以降の多雨の影響 か ら玉のイ申びが良 く、大玉傾 向になった。品質 は収穫i前の長雨

の影響か ら糖度11度 前後 とやや薄味に なった。収量は約75ト ンで、学校内や市場、地元の業者な

どに販売 した。



2)マ ン ゴー部 門 担 当:藤 田卓 也

(1)概 況

`ア ー ウィン'を 大型 硬 質 フ ィル ム ハ ウス3棟 と小型 ビニル ハ ウスで約30a栽 培 して い る。平成20

年 は 、 冬 の気 温 が例 年 よ り低 く、 マ ン ゴー の開 花期 が平成19年 よ り2週 間 ほ ど遅 れ た。

(2)栽 培 の概 要

時 期別 作 業 実績 、施 肥 実績 、病 害 虫 防除実 績 は 第5表 、第6表 、第7表 の通 りで あ る。

第5表 マンゴーの時期別作業実績

作業時期
1月 上旬
3月 下旬

4月 上旬

中旬
下旬

5月 下旬

6月

7月 上 旬

8月 下旬

9月 上 旬

旬

旬

中

下

生育相
花芽分化期
出蕾期
開花初期

開花最盛期
結実期
生理的落果期
果実肥大期

果実肥大期
収穫初期
収穫最盛期

収穫終期
秋芽発芽期

作業内容
施肥

施肥 ・炭そ病 防除
花穂 の吊 り上げ
ス リップス類 防除

受粉促進のため ミツバチを放飼
花 カス落 と し(灰 色カ ビ病対策)

灰色 カ ビ病防除
奇形果 ・キズ果 の摘果

果実 の吊 り上げ ・施 肥
遮光ネ ッ ト被覆(果 実 日焼 け防止)

収穫 開始
収穫 は朝 ・夕方の2回
市場 出荷作業
せ ん定

せ ん定 ・施肥

第6表 マ ンゴーの施肥実績

施肥時期

1月10日

3月19日

6.月4日 ～5日

8月27日

9月23日

合 計

肥 料名 ・施肥 量

苦 土 石 灰60k

ア ミノ化 成1号120k

オー ケ イ 加 里30k

さざ なみ120k
バ イ オ 有 機216kg

米 ぬ か90k

N-P-K成 分 量

N12.Ok-P12k-K12k

NOk-PO.9k-K4.5k

N9.6k-P14.4k-K12k

N2.8kg-P2.4kg-KO.8kg

N1.9k-P3.4k-K1.3k

N26.3k-P33.1k-K30.6k

第7表 マン ゴーの病害 虫防除実績

防 除 時 期

3月5目

4月3日

4.月16日

4月28日

5月13日

6月28日

9.月10日

10.月10日

11.月14日

農薬名 ・倍 率
ジマンダイセ ン水和剤800倍
ス ピノエ ー ス穎 粒 水 和剤5000倍

モ ス ピラ ン水 溶 剤2000倍

モ ス ピラ ン水 溶 剤2000倍

ス トロ ビー ドライ フ ロア ブ ル2000倍

モ ス ピラ ン水 溶 剤2000倍

ス トロ ビー ドライ フ ロア ブ ル2000倍

コテ ツ フ ロア ブル2000倍

ス ミレ ック ス 水和 剤1000倍

サ ンマイ ト水 和剤1500倍
ベ ル クー ト水 和剤1000倍

ス ピ ノエ ー ス 穎粒 水 和 剤5000倍

ダ ン トツ水 溶 剤2000倍
コテ ツ フ ロア ブル2000倍

サ ンマイ ト ド水 和剤1500倍

オー ソサ イ ド水 和剤600倍

対象病害虫名
炭 素病
ス リップ ス 類

ス リップ ス類

ス リップ ス類

灰 色 カ ビ

ス リップ ス類

灰 色 カ ビ
ス リップ ス類

軸腐病
ホ コ リダ ニ

炭 素 病
ス リ ップ ス類

コナ カ イ ガ ラ ム シ類

ス リ ップ ス類

ホ コ リダ ニ

炭 素病



(3)収 穫、販売状況

収 穫時期は例年 と同じであ ったが、収穫量は平成19年 の半分以下であった(第8表)。

市場出荷 したマ ンゴーは大阪や神戸の大丸 百貨店等で販売 され ている。

第8表 マンゴーの販売実績

生産物名

マ ン コ ー

販売量

5128kg

3)ウ メ部門

(1)概 況

品種 南高梅29本 、小梅14本(内2本 早生)、 栽培面積20a

(2)栽 培の概 要

防除実績は第9表 の通 りである。なお、肥料は施用 していない。

担 当:我 藤 雄

第9表 ウメの病害虫防除実績

防除時期
1月8日

3月18日

4,月8日

4月11日

4月12日

4月15日

5月1日

5.月9日

7月11日

農薬名 ・倍率

硫黄合剤10倍

ICボ ル ドー50倍

バ リヤ ー ド4000f音

マ イ コ シー ル ド1500倍

ヨー ヒB51000倍*

スカ シバ コン巻 き

マイ コシール ド1500倍

オー ソサイ ド水和剤1000倍

ヨー ヒB51000倍*

ノ§リヤ ー ド4000倍

マ イ コ シー ル ド1500倍

ヨー ヒB51000倍*

マイ コシール ド1500倍

スコア顕粒水和剤3000倍

ヨー ヒB51000倍*

ス コア 水 和 剤103000倍

ヨー ヒB51000倍*

スプ ラサイ ド40乳 剤

アプ ロー ド水和剤1000倍

対象病害虫名
越冬病害虫

かいよ う病

アブラムシ

かいよ う病

コスカシバ

かいよう病

黒星病

アブラムシ

かいよ う病

かいよう病

黒星病

黒星病

カイガラムシ類

歯葉 面散 布肥 料(ホ ウ素 、マグネシ ウム等 を含 む)

(3)収 穫 、販売状況

販売実績は第10表 の通 りであ る。

生果で地元の市場 と個人 に販売。一部は塩漬けに して、学部祭等でパ ック詰 めで販売 した。

第10表 ウメの販売実績

品種名

南高

小梅

生果販売量

516k

55kg

梅干 し販売量
90.Ok

3.6kg



4)水 稲部門 担 当:中 東 豊

(1)概 況

水田面積 は約160aで あ り、ほ場は農場外の9か 所 に分散 している。本年 は`キ ヌ ヒカ リ'を 全

ほ場で栽培 した。

(2)栽 培の概要

5月8日 に塩水選を行い、5月15日 に育苗箱約400枚 の種播 きを行 った。

播種後の育苗箱はフ レー ム(約100枚 の育苗箱が入 る)内 に外か ら 日光が入 らない ように、黒色

ビニールシー トで覆 い、約7日 後にフレー ムよ り取 り出 して除々に緑化硬化 を行 い、20日 程度の育

苗期間をおいて本 田に移植 した。なお、この育苗は農場内のセメン トの上で行い、 日中はスプ リンク

ー ラーで3～4回 潅水を行 った
。

田植は乗用6条 植 え田植機 で行い、同時に肥料を施用 した。肥料は被覆一発肥料で、窒素14%,

リン酸14%,カ リ14%の 成分が含まれ てお り、10a当 り約40～50kgを 施肥 した。なお、追肥 は

施用 していない。

今年は田植後 よ り好天が続 き、病害虫の発生 も見 られず 良好に生育が進んだ。

除草剤 につ いては、各ほ場 同一の薬剤 は散布 していない。 同一薬剤 を連用す ると土壌 に悪い影響 を

及ぼ し、薬害 を引き起 こす誘 因となるこ とや難防除雑草の発生につなが ることなどか ら、2～3年 の

周期で薬剤 を変 えて、散布 している(第11表)。 なお、一部ほ場では長年にわた りクログワイが多

く発生す るた めに、今年 はク ログワイ専用 とされる 「ザ ーベ ックス粒 剤」 を施用 したが、散布翌 日

70mm近 くの降雨 があ り、流 出 したためか効果は認 め られ なかった。 また 、最近 はシズイが多 く発

生 しているが、「ハイカ ッ ト粒剤」の効果が高いよ うであった。

第11表 水稲の病害虫防除実績

種 類

種籾消毒

除草(初 期)

除草

病害虫防除

防除時期
5.月8日

6月19日

7月1日

7月7日

7月22日

7月1日

7月23日

7月23日

8月26日

～29日

農薬名
スポル タック乳剤

バイ ジ ッ ト乳剤

ホク ト粒剤

イ ッテツ粒剤

サ スケ ・ラジカル ジャンボ

ハイ カ ッ ト粒剤

ザーベ ツス ス粒 剤

グラスジン酸Mナ トリウム

液剤
パダンミプシン粒剤

パダンSG水 溶剤

バ リダシン液剤

ブ ラシンフ ロア ブル

ア プロー ド水 和剤

Mrジ ョー カー乳剤

ブ ラシンフロア ブル

倍率、使用量

2000倍

1000倍

3k110a

1kg110a

10個(2k)/10a

1kg/10a

3k/10a

200倍

3kg/10a

1500倍

1000倍

1000倍

1500倍

2000倍

1000倍

対象病害虫名
ばか苗病、ごま葉枯病等

シ ンガ レセ ンチ ュウ等

1年 生雑草等

1年 生雑草等

1年 生雑草等

1年 生雑草等

クログワイ等

ホ タルイ、 ウ リカ ワ、

ミズガヤ ツ リ等

ニ カメイ チ ュ ウ、イネ ツ

トムシ、ツマ グ ロヨコバ

イ等

コブノメイガ 、ニカ メイ

チ ュウ等

モンガ レ病等

いもち病、ごま葉枯病等

ツマ グロ ヨコバ イ幼虫、

ウンカ類等

カ メム シ類 、 ウンカ類等

いもち病、 ごま葉枯病等



梅 雨明け後は晴天、高温が続 き、生育は良好 に進んだ。 ただ、出穂前後 は 日中夜間 ともに、高温傾

向であ り、心 白粒、乳白粒、未熟粒 などの発生が心配され た。病害虫の発生 はほとん ど見 られず 、刈

り取 り前にほ場に より、若干 カメムシが見 られ た程度であった(第12表)。

また、今年 は台風の接近が なく、刈 り取 り中の9月19目 前後 に、台風13号 が紀伊 半島南岸を東

に進んだが、影響はまった くなかった。

(3)収 穫、販売状況

ここ数年来 、登熟期の高温の影響によ り、`キ ヌ ヒカ リ'の 弱点である未熟 米の発生 な どによ り減

収 が心配 され たが、逆に数年来 の増収 となった。

玄米の販売 は、農場の教職 員、農場に関係 ある方々に販売 してお り、今年 も完売できた(第12表)。

来年度 は`キ ヌ ヒカ リ'よ り高温に強い とされ る`イ ク ヒカ ザ を導入 し、栽培 ・採 取 を予定 して

いる。

第12表 過去3年 間の玄米販売量および販売金額

年 度

平成18年 度

平成19年 度

平成20年 度

収穫袋数(30kg入 袋)

189袋

234袋

260袋

販売金額(円)

1,358,500

1,690,500

2,034,000

2.生 石 農場

1)黒 毛和 牛 部 門

平成18年9月 よ り、黒 毛 和 牛(素 牛 ・飛騨 牛)の 肥

育 を始 め、約18～20か 月 間 の 飼育 で仕 上 げ た。平成20

年3,月23日 、大 阪南 港市 場(大 阪 市食 肉市 場)に1頭 、5

月8日 に学 内販 売 用お よび 試 食 会用 と して1頭 、5月18

日に2頭 を出荷 した(第13表)。

現在 、格 付 けの安 定 を 目標 に 、平 成19年9月 に導入

した 黒毛和 牛4頭(平 成21年1,月 現 在 、生 後23～24

か 月齢)と 、平 成20年9,月 に 導入 した 黒毛 和牛4頭(平

成21年1月 現在 、生後11～12か 月齢)を 飼 育 して い

る。

第13表 黒 毛 和 牛 の 出 荷 販 売 状 況

出荷 期 日

3月23日

5月8日

5月18日

出荷場所

大阪南港市場

学 内 販 売 ・試

食 会 用

大阪南港市場

頭 数

(頭)

1

1

2

重
ω
体
依
792

770

733

枝 肉 重 量

(kg)

513

512

477

格 付 け

A-2

A-5

A-3

販 売 価 格 央

(円)

773,666

631,900雲 雲

910,277

B-3979,306799523
衷 売却価格 とは、大阪市 食 肉市場 でセ リ落 とされた価格 を示 している。
勅 学 内販 売のため、大 阪市食 肉市場 での価 格 よ りも安 い。相場 では約120万 円に相 当。

5.月16日 に大学本部 ・職員食堂で、牛肉の試食会を開催 した。理事長 を始め、理事や教職員の多

数 の参加 をいただき、最上級 の牛肉を提供 できた ことは大い に農場のアピール に繋がった。 さらに、



学内販売を5月20日 に本部で、5月23日 に生物理工学部 で行い、準備 した肉を完 売す ることがで

きた。学内販 売については、今後 も続 ける予定 である。

2)ミ ニ ブ タ部 門

ミニブ タ の分 娩 を4回 行 っ た。自然 分娩 と誘 起 分娩(ホ

ル モ ン注射)の2種 類 の方 法 で行 い、妊娠 日齢 は平均115

日で あ った(第14表)。

第14表 ミ ニ ブ タ の 生 産 状 況

出 産 日

4月22日

7,月12日

9月29日

10月19日

出 産 数

♀1♂1(♂1処 分)

♀3♂2(♂1死 産)

♀2♂2(♂1奇 形 、 処 分)

♀2♂4

離 乳 日

5.月19日

8.月7日

10.月280

11.月17日

3)合 鴨 部 門

販 売 状 況 に つ い て は、 あ ら ぎの 里 を 中心 に販 売 して い

る(第15表)。

飼 育 で工 夫 して い る こ とは 、餌 の種 類 を 変 え、成 分 内

容 で は穀類 を70%か ら53%に 下 げ、植 物性 油 かす類 を

8%か ら22%に 上 げ、 肉質 の向 上 に努 めた。

生体1羽 当 た りの重 さは3600gぐ らい で 、 あま り差

は ない が 、独 特 の匂 い が少 な くな った よ うに思 われ る。

第15表 合 鴨 の 生産 と販 売 状 況

入 荷 日

3.月27日

9月25日

入荷場所

高 橋 人 工 艀 化 場

高 橋 人 工 艀 化 場

入 荷 羽数

32羽

37羽

飼 育 日数

81日

70日

出 荷 日

6月16日

12月4日

出 荷 羽 数

29羽

36羽

売上 げ金額合計(平 成19年4～12.月):171,681円


